
定例会見

日時：令和５年９月２８日（木）　１１：３０～

会見内容

１．発表事項　

(1)市内中心部における道路・交通政策に関する取り組みについて

　①中心市街地道路空間利活用社会実験の実施について

基盤整備部 道路建設課

　②自動運転バスの５年間の継続運行開始について

都市建設部 交通政策課

　①岐阜市オリジナルSDGsロゴマークの決定について
企画部 未来創造研究室

　②地球温暖化対策の啓発動画について
環境部 脱炭素社会推進課

　③AIを活用した長良川の清掃活動事業について
環境部 環境保全課

(3)子連れ出勤の試行について
行政部 人事課

令和５年度 第７回 市長定例記者会見

(2)岐阜市オリジナルSDGsロゴマークの決定とそれに関連した取り組みについて
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1-（1）市内中心部における道路・交通政策に関する取り組みについて 

(1)-① 中心市街地道路空間利活用社会実験の実施について     
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(1)-② 自動運転バスの５年間の継続運行開始について        
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1-（2）岐阜市オリジナル SDGs ロゴマークの決定と 

それに関連した取り組みについて           
  

(2)-① 岐阜市オリジナル SDGs ロゴマークの決定について                

１ 目的 

 SDGs の 2030 年の目標達成につなげる「理解」から「行動」のフェーズに向け、 

  経済・社会・環境の三側面の課題を自分ごととして捉え、 

 市民の皆様や、地域団体・学校・企業などたくさんのパートナーと協力して 

 SDGs の更なる「啓発」と「行動」を図るため、オリジナルのロゴマークを公募により作成 

 

２ 募集・審査について 

  【応募期間】令和 5年 5 月 1 日（月）～6月 30 日（金） 

  【応募件数】282 件（市内外より） 

  【審査方法】選定委員会等での審査の後、3作品から市内小中学生による投票により決定 

 

３ 投票について 

  【投票者】市内小学校4年生～中学校3年生（私立・特支含む） 

  【期 間】令和5年8月30日（水）～9月7日（木） 

  【方 法】タブレットを使用し、LoGoフォームより投票 

  【投票のポイント】 

   ・岐阜市らしさを感じられるか。    

   ・色やデザインは、SDGsをイメージできるか。 

   ・シンプルで分かりやすいか。      

    ・どのロゴマークを使いたいか。 

    【投票率】11,285人／21,487人※ （52.5％） 

                ※令和5年度学校基本調査（速報） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投票する生徒の様子 

（藍川東中学校にて） 
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４ 採用作品について 

〇採用作品               

 【最優秀賞】            ◇制作者 

                    草野 敬一氏（長崎県長崎市在住） 

 

                   ◇ロゴマークに込められた想い 

                    岐阜市の頭文字「G」をベースに、 

                    岐阜市を象徴する伝統ある 

                    長良川の鵜飼のイメージを組み入れ、 

                    環境や観光を大切にし 

                    「持続可能なまち」の実現を目指す 

                    岐阜市を表現 

 

 

   【優秀賞】              【特別賞】 

 

 

 

 

 

 

５ ロゴマークの活用方法について 

・SDGs 未来都市推進のシンボルマークとして、岐阜市の各種広報媒体等に使用 

・SDGs に取り組む民間企業等が使用予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境部制作の地球温暖化対策啓発動画に使用（※参照：(2)-②） 

制作者：前田 貴行氏      

    （東京都北区在住） 

制作者：布施 政和氏  

    （愛知県稲沢市在住） 

（バッジ） 

（使用例） 

（名刺） 

（チラシ・ポスターなど） 

（各種 PR 動画など） 
（小中学生の 
 タブレット） （スタッフ T シャツなど） 



1 
 

(2)-② 地球温暖化対策の啓発動画について                

1 目的 

・本年５月、「岐阜市ゼロカーボンシティ」を宣言 

・本市の温室効果ガスの排出は、大規模な工場等が少なく、 

家庭生活や運輸部門からの排出割合が高い。 

・市民に省エネや脱炭素の行動を促すことを目的に、啓発動画を制作 

 

2 動画の内容 

・あらすじ 

「市内に住む家族が、地球温暖化を自分達の問題と捉え、未来のために、 

日常生活の中で行動を始める」、約 4 分間の動画 

・地球温暖化の問題を、気軽に家族の話題にしてもらえるようなストーリー 

・動画には、本市の SDGs ロゴマークも紹介 

 

3 企業協賛 

・動画の制作に際し、市内の事業者に協賛金を募集し、 

24 社から、計 33 万円のご協賛を頂いた。 

・協賛企業名は、動画の最後に掲載、 

市域の脱炭素に「オール岐阜」で取り組んでいく。 
 

 

 

4 動画の活用 

・今後、市の公式 YouTube チャンネルへ掲載 

・今年度、制作する「ぎふし脱炭素ポータルサイト」でも発信 

・本市や事業者のイベントでの上映や、子どもたちの環境教育などへ展開 

 

 

【制作経費】104 万 5 千円（税込） 【協賛金】計 33 万円（1 口 1 万円） 

【協賛企業】（50 音順） 

アピ（株）、（株）インフォファーム、ＦＣ岐阜、カラフルタウン岐阜、岐阜トヨペット（株） 

岐阜日産自動車（株）、岐阜バス、後藤木材（株）、ＪＡぎふ、十六フィナンシャルグループ、 

大日本土木（株）、大和リース（株）、髙橋金属（株）、中部電力パワーグリッド（株）岐阜支社、 

（株）テイコク、東邦ガスネットワーク（株）、戸島工業（株）、トヨタカローラネッツ岐阜（株）、 

トヨタホーム岐阜、（株）日本旅行 岐阜支店、濃飛倉庫運輸（株）、丸佐（株）、山中製菓（株）、 

ワイティホームズ 
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5 横断幕 

・市民への啓発として、長さ 14 メートルの横断幕を制作 

・内容は、「ストップ！地球温暖化 未来のために みんなで省エネ行動を！」 

・庁舎に掲示するとともに、多くの人々が集まるイベントなどにも活用 
 

 

 

 

 
［H1.5m×W14m］ 
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(2)-③ AI を活用した長良川の清掃活動事業について         

１ 背景 

・海洋汚染や生態系に影響を及ぼす、プラスチックごみの海洋への流出、 

いわゆる「海洋ごみ」の問題は、世界的な課題。 

・岐阜県は、内陸県であるが、街のごみは、河川を通じて、海に流出するため、 

令和 4 年 3 月に、県は「清流の国ぎふ 海洋ごみ対策地域計画」を策定し、 

県下の自治体と連携して、「海洋ごみの削減」に取り組んでいる。 

 

2 事業内容 

・本年度、「重点モデル区域」に応募し、 

AI を活用した、長良川の清掃活動事業に取り組むこととした。 

・本市の職員が、民間の AI 事業者である（株）ピリカが開発したアプリを用いて、 

長良川のごみの散乱状況を調査し、 

可視化されたごみの状況が、県の清掃活動ウェブページに掲載される。 

市民の皆様が、このウェブページで、ごみの状況を確認しながら、 

清掃活動を行い、その様子をピリカの SNS アプリを用いて投稿していくことで、 

長良川清掃の「活動の輪」を広げていこうというもの。 

 

・ピリカの SNS アプリには、長良川のみならず、県内各地の清掃活動の様子が 

紹介されており、活動を投稿すると、世界中に発信され、 

共感したユーザーから「ありがとう」が届く。 

・現在、岐阜県と富山県が、投稿した方々に、 

抽選で景品をプレゼントするキャンペーンを実施しており、 

詳細は、担当の環境部に、お問い合わせ頂きたい。 

 

3 まとめ 

・現在、本市では、行政手続きのオンライン化とともに、様々な行政サービスの 

ＤＸ化を進めており、今回の取り組みも、この一環。 
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SNS アプリ「ピリカ」を活用した調査（千鳥橋～忠節橋） 
 

 

 

県清掃活動ウェブページ「クリーンアップぎふ～海まで届け清流！～」 
 

 

 

 

金華橋 

千鳥橋 

長良橋 
鵜飼い大橋 

忠節橋 
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※緊急一時的とは 

例えば、保育園や幼稚園、放課後児童クラブ、親族など、普段の預け先に預けることができず、 

短時間でも職場に出向いて仕事をする必要が発生した場合。 

1-（3）子連れ出勤の試行について              

１ はじめに                   

・市長に就任して以来、市政運営の基本方針の一つとして 

「働き甲斐のある職場づくり」を推進、 

ＧｏｏｄＪｏｂｶｰﾄﾞ、ワーク・ライフ・マネジメントシート、クレド・ノート、  

岐阜市版イクボス宣言など、さまざまな取り組みを導入・推進している。 

 ・このたび、仕事と子育ての両立の一環として、職員が職場に子どもを連れて出勤し、 

仕事をする、「子連れ出勤」の試行を実施する。 

 

２ 目的  

・緊急一時的に利用できる「子連れ出勤」は、多様な働き方の選択肢の一つ 

⇒職場での円滑な業務の遂行、さらには、市民サービスの安定的な提供 

・子連れ出勤の制度化を検討するにあたり、課題の整理等を目的として試行を実施 

 

 

 

３ 試行の概要   

●試行期間  令和５年１０月１０日(火)から１０月２７日(金)まで 

●対象年齢 小学３年生まで       

●対象職員 市庁舎に勤務する全職員 

●試行場所  市庁舎の各課及びサテライトオフィス(市庁舎内会議室)     

●実施内容 

・職員は、子どもを連れて出勤し、普段勤務している職場、あるいは 

庁舎内のサテライトオフィスで、子どもを帯同させ、仕事を行う。 

  ・今回の試行においては、課題の検証等を目的としており、積極的な利用を 

促進する必要があることから、緊急一時的な理由に限らず、 

子連れ出勤を利用できるものとする。 

●試行の主なルール 

  ・子どもが体調不良のとき及び学校(学級)閉鎖のときは、利用しない。 

・子どもを現場に帯同させない。 

・子どもを他の職員に、一定時間以上継続して見守り等をさせない。 

・おむつの交換等、子どもに費やす必要最低限の時間を除いて、職務に専念 

できない場合は利用しない。(その場合、年休を取得し早退等により対応) 

 

４ 制度化に向けて 

試行後、職員向けにアンケートを実施。課題の整理等を行い、制度化の検討を進める。       


